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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
互 い に 積 み 重 ね ら れ た 複 数 の 電 池 を 備 え 、
  前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 は 、
    複 数 の 第 １ 電 極 と 、 複 数 の 第 ２ 電 極 と 、 前 記 複 数 の 第 １ 電 極 及 び 前 記 複 数 の 第 ２ 電 極 の  
間 に 位 置 す る セ パ レ ー タ を 含 む 積 層 部 と 、 前 記 積 層 部 か ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 第 １ 集 電 体  
部 と 、 を 有 す る 電 池 要 素 と 、
  前 記 電 池 要 素 を 包 む 外 装 材 と 、
  前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 に 接 続 さ れ た 第 １ タ ブ と 、
を 有 し 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 及 び 前 記 外 装 材 は 、 前 記 複 数 の  
第 １ 集 電 体 部 及 び 前 記 外 装 材 の う ち 前 記 積 層 部 及 び 前 記 第 １ タ ブ の 間 に 位 置 す る 部 分 に 形  
成 さ れ る 折 り 目 に 沿 っ て 折 り 曲 げ ら れ た 折 り 曲 げ 部 位 を 有 し て お り 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 第 １ タ ブ は 、 前 記 第 １ タ ブ の 先 端 と 、 前 記 外 装 材 の  
前 記 折 り 曲 げ 部 位 で 折 り 曲 げ ら れ た 先 端 と 、 が 同 一 方 向 に 向 け ら れ た 状 態 で 、 前 記 折 り 曲  
げ 部 位 が 折 り 曲 げ ら れ た 方 向 と 同 じ 方 向 に 向 け て 傾 い て お り 、
  前 記 複 数 の 電 池 の 複 数 の 前 記 第 １ タ ブ は 、 前 記 複 数 の 電 池 の 前 記 複 数 の 第 １ タ ブ の 前 記  
先 端 が 互 い に 異 な る 方 向 に 向 け ら れ た 状 態 で 、 同 一 箇 所 に 向 け て 束 ね ら れ て お り 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 に お け る 前 記 複 数 の 第  
１ 集 電 体 部 は 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 含 む 束 の 厚 さ が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に  
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か け て 減 少 し 、 か つ 前 記 厚 さ の 減 少 率 が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 減 少 す る 第  
１ 領 域 を 有 し て お り 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の 前 記 折 り 目 は 、 前 記 複 数 の 第  
１ 集 電 体 部 の 前 記 第 １ 領 域 と 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の う ち 前 記 第 １ 領 域 に 対 し て 前 記  
第 １ タ ブ 側 の 領 域 と 、 の 一 方 に 位 置 し て い る 、 電 池 積 層 体 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 電 池 積 層 体 に お い て 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 に お け る 前 記 複 数 の 第  
１ 集 電 体 部 は 、 前 記 第 １ 領 域 に 対 し て 前 記 積 層 部 側 に 位 置 し 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を  
含 む 前 記 束 の 前 記 厚 さ が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 減 少 し 、 か つ 前 記 厚 さ の 減  
少 率 が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 増 加 す る 第 ２ 領 域 を 有 し て い る 、 電 池 積 層 体 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 電 池 積 層 体 に お い て 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 外 装 材 の う ち 前 記 第 １ タ ブ の 両 側 の 少 な く と も 一 方  
に は 、 前 記 積 層 部 側 か ら 前 記 第 １ タ ブ 側 に 向 か う 方 向 に 開 い た 切 欠 き が 設 け ら れ て い る 、  
電 池 積 層 体 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 電 池 積 層 体 に お い て 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 第 １ タ ブ 側 か ら 前 記 積 層 部 側 に 向 か う 方 向 に お い て  
、 前 記 切 欠 き の う ち 前 記 積 層 部 側 の 縁 は 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の 前 記 第 １ 領 域 に 対 し  
て 前 記 第 １ タ ブ 側 に 位 置 し て い る 、 電 池 積 層 体 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ 又 は ４ に 記 載 の 電 池 積 層 体 に お い て 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 切 欠 き は 、 前 記 第 １ タ ブ か ら 前 記 第 １ タ ブ の 両 側 に  
向 か う 方 向 に 開 い て い る 、 電 池 積 層 体 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ か ら ５ ま で の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 池 積 層 体 に お い て 、
前 記 複 数 の 電 池 の 各 々 に お い て 、 前 記 外 装 材 の う ち 前 記 積 層 部 の 両 側 の う ち の 少 な く と も  
一 方 は 、 前 記 積 層 部 に 向 け て 折 り 返 さ れ て い る 、 電 池 積 層 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 電 池 及 び 電 池 の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 非 水 電 解 液 二 次 電 池 、 特 に 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 が 開 発 さ れ て い る 。 リ チ ウ  
ム イ オ ン 二 次 電 池 は 、 正 極 、 負 極 及 び セ パ レ ー タ を 有 す る 電 池 要 素 を 備 え て い る 。 正 極 、  
負 極 及 び セ パ レ ー タ は 、 電 池 要 素 の 積 層 部 を 形 成 し て い る 。 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 は 、  
電 池 要 素 を 包 む 外 装 材 を さ ら に 備 え て い る 。 電 池 要 素 の 積 層 部 の 正 極 及 び 負 極 か ら は 、 そ  
れ ぞ れ 、 正 極 集 電 箔 及 び 負 極 集 電 箔 が 引 き 出 さ れ て い る 。 正 極 集 電 箔 及 び 負 極 集 電 箔 は 、  
そ れ ぞ れ 、 正 極 タ ブ 及 び 負 極 タ ブ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 外 装 材 に よ っ て 各 々 包 ま れ た 複 数 の 電 池 要  
素 が 積 み 重 ね ら れ る こ と が あ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 外 装 材 か ら 引 き 出 さ れ た 各 タ ブ （ 正 極  
タ ブ 又 は 負 極 タ ブ ） を 折 り 曲 げ て 複 数 の タ ブ を 束 ね る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 ２ に は 、 外 装 材 を タ ブ と と も に 電 池 要 素 に 向 け て 折 り 曲 げ る こ と が 記 載 さ れ て  
い る 。 特 許 文 献 ２ に は 、 外 装 材 を タ ブ と と も に 折 り 曲 げ る こ と で 、 外 装 材 を 折 り 曲 げ な い  
場 合 と 比 較 し て 、 タ ブ の 引 き 出 し 方 向 に お け る 外 装 材 の 長 さ を 短 く す る こ と が で き 、 体 積  
エ ネ ル ギ ー 密 度 の 向 上 が 可 能 な こ と が 記 載 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 ３ に は 、 外 装 材 の う ち タ ブ の 両 側 に 切 欠 き を 形 成 す る こ と で 、 タ ブ が 外 装 材 と  
と も に 折 り 曲 げ や す く な る こ と に つ い て 記 載 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ６ ／ ０ ２ ０ ９ ９ ９ 号
【 文 献 】 特 開 平 １ １ － ２ ６ ０ ３ ２ ７ 号 公 報
【 文 献 】 国 際 公 開 第 ２ ０ １ ９ ／ １ ５ ０ ９ ０ ４ 号
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 タ ブ の 先 端 が 特 定 の 位 置 に 達 す る た め の タ ブ の 長 さ を 短 く す る た め 、 タ ブ 自 体 を 折 り 曲  
げ る の で は な く 、 外 装 材 の う ち 積 層 部 と タ ブ と の 間 の 部 分 を 折 り 曲 げ る こ と で 、 タ ブ の 先  
端 を 特 定 の 方 向 に 向 け る こ と が あ る 。 こ の 場 合 、 積 層 部 か ら 引 き 出 さ れ 、 か つ 積 層 部 と タ  
ブ と の 間 に 存 在 す る 複 数 の 集 電 体 部 （ 正 極 集 電 箔 又 は 負 極 集 電 箔 ） を 含 む 束 を 折 り 曲 げ る  
必 要 が あ る 。 し か し な が ら 、 こ の 束 を 折 り 曲 げ る と 、 集 電 体 部 （ 集 電 箔 ） が 破 断 す る お そ  
れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 目 的 の 一 例 は 、 複 数 の 集 電 体 部 を 含 む 束 を 折 り 曲 げ や す く す る こ と に あ る 。 本  
発 明 の 他 の 目 的 は 、 本 明 細 書 の 記 載 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 は 、
　 複 数 の 第 １ 電 極 、 複 数 の 第 ２ 電 極 及 び 複 数 の セ パ レ ー タ を 含 む 積 層 部 と 、 前 記 積 層 部 か  
ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 と 、 を 有 す る 電 池 要 素 と 、
　 前 記 電 池 要 素 を 包 む 外 装 材 と 、
　 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 に 接 続 さ れ た 第 １ タ ブ と 、
を 備 え 、
　 前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 に お け る 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 は 、 前 記 複 数 の 第 １  
集 電 体 部 を 含 む 束 の 厚 さ が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 減 少 し 、 か つ 前 記 厚 さ の  
減 少 率 が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 減 少 す る 第 １ 領 域 を 有 し て い る 、 電 池 で あ  
る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 一 態 様 は 、
　 複 数 の 第 １ 電 極 、 複 数 の 第 ２ 電 極 及 び 複 数 の セ パ レ ー タ を 含 む 積 層 部 か ら 引 き 出 さ れ た  
複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 第 １ タ ブ に 向 け て 束 ね て 、 前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 で 前 記  
複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 含 む 束 の 厚 さ 方 向  
に 押 さ え つ け な が ら 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 前 記 第 １ タ ブ に 接 合 さ せ る 工 程 を 備 え る  
、 電 池 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 上 記 態 様 に よ れ ば 、 複 数 の 集 電 体 部 を 含 む 束 を 折 り 曲 げ や す く す る こ と が で き  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ２ 】
【 図 １ 】 実 施 形 態 に 係 る 電 池 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た 電 池 の 右 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た 電 池 の 後 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ に 示 し た 領 域 α を 拡 大 し た 図 で あ る 。
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【 図 ５ 】 図 １ に 示 し た 電 池 の 第 １ タ ブ 及 び そ の 周 辺 の 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の Ａ － Ａ ´ 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ か ら 図 ６ に 示 し た 電 池 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 １ か ら 図 ６ に 示 し た 電 池 の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 １ か ら 図 ６ に 示 し た 電 池 の 応 用 の 一 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。 な お 、 す べ て の 図 面 に お  
い て 、 同 様 な 構 成 要 素 に は 同 様 の 符 号 を 付 し 、 適 宜 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 明 細 書 に お い て 、 「 第 １ 」 、 「 第 ２ 」 、 「 第 ３ 」 等 の 序 数 詞 は 、 特 に 断 り の な い 限 り  
、 同 様 の 名 称 が 付 さ れ た 構 成 を 単 に 区 別 す る た め に 付 さ れ た も の で あ り 、 構 成 の 特 定 の 特  
徴 （ 例 え ば 、 順 番 又 は 重 要 度 ） を 意 味 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ は 、 実 施 形 態 に 係 る 電 池 １ ０ の 上 面 図 で あ る 。 図 ２ は 、 図 １ に 示 し た 電 池 １ ０ の 右  
側 面 図 で あ る 。 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た 電 池 １ ０ の 後 面 図 で あ る 。 図 ４ は 、 図 ３ に 示 し た 領  
域 α を 拡 大 し た 図 で あ る 。 図 ５ は 、 図 １ に 示 し た 電 池 １ ０ の 第 １ タ ブ ３ １ ０ 及 び そ の 周 辺  
の 拡 大 図 で あ る 。 図 ６ は 、 図 ５ の Ａ － Ａ ´ 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 電 池 １ ０ は 、 電 池 要 素 １ ０ ０ 、 外 装 材 ２ ０ ０ 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ 及 び 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ を 備  
え て い る 。 電 池 要 素 １ ０ ０ は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ 及 び 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 有 し て  
い る 。 積 層 部 １ ０ ０ ａ は 、 複 数 の 第 １ 電 極 １ １ ０ 、 複 数 の 第 ２ 電 極 １ ２ ０ 及 び 複 数 の セ パ  
レ ー タ １ ３ ０ を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ か ら 図 ６ に お い て 、 第 １ 方 向 Ｘ は 、 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 長 さ 方 向 で あ る  
。 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ を 示 す 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る 方 向 ） は 、 第 ２ タ ブ ３ ２  
０ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に 向 か う 方 向 で あ り 、 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 前 方 向 で あ る  
。 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ を 示 す 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る 方 向 の 反 対 方 向 ） は 、 第  
１ タ ブ ３ １ ０ か ら 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ に 向 か う 方 向 で あ り 、 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 後  
方 向 で あ る 。 第 ２ 方 向 Ｙ は 、 第 １ 方 向 Ｘ に 交 わ る 方 向 、 具 体 的 に は 、 第 １ 方 向 Ｘ に 直 交 す  
る 方 向 で あ り 、 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 幅 方 向 で あ る 。 第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方 向 （ 第 ２  
方 向 Ｙ を 示 す 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る 方 向 ） は 、 電 池 １ ０ を 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 見 て 、  
電 池 １ ０ の 右 方 向 で あ る 。 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 （ 第 ２ 方 向 Ｙ を 示 す 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る  
方 向 の 反 対 方 向 ） は 、 電 池 １ ０ を 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 見 て 、 電 池 １ ０ の 左 方 向 で あ る  
。 第 ３ 方 向 Ｚ は 、 第 １ 方 向 Ｘ 及 び 第 ２ 方 向 Ｙ の 双 方 に 交 わ る 方 向 、 具 体 的 に は 、 第 １ 方 向  
Ｘ 及 び 第 ２ 方 向 Ｙ の 双 方 に 直 交 す る 方 向 で あ り 、 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 厚 さ （ 高  
さ ） 方 向 で あ る 。 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 （ 第 ３ 方 向 Ｚ を 示 す 矢 印 に よ っ て 示 さ れ る 方 向 ） は  
、 電 池 １ ０ の 上 方 向 で あ る 。 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 （ 第 ３ 方 向 Ｚ を 示 す 矢 印 に よ っ て 示 さ れ  
る 方 向 の 反 対 方 向 ） は 、 電 池 １ ０ の 下 方 向 で あ る 。 後 述 す る 図 ７ か ら 図 ９ に お い て も 同 様  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ５ に お い て 、 破 線 で 示 さ れ た 折 り 目 Ｃ は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 で  
外 装 材 ２ ０ ０ が 折 り 曲 げ ら れ る 場 合 に 形 成 さ れ る 折 り 目 の 位 置 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 電 池 １ ０ は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 で あ る 。 た だ し 、 電 池 １ ０  
は 、 リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 と 異 な る 電 池 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ６ を 用 い て 、 電 池 １ ０ の 概 要 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 複 数 の 第 １ 電 極 １ １ ０ か ら 積 層 部 １  
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０ ０ ａ の 前 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 ） に 向 け て そ れ ぞ れ 引 き 出 さ れ て い る 。 外 装 材 ２ ０ ０  
は 、 電 池 要 素 １ ０ ０ を 包 ん で い る 。 第 １ タ ブ ３ １ ０ は 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ に 接  
続 さ れ て い る 。 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 に お け る 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １  
２ ａ は 、 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ 及 び 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２ を 有 し て い る 。 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ は 、 第 １ 方 向  
Ｘ に お い て 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ よ り 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 近 く に 位 置 し て い る 。 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２  
は 、 第 １ 方 向 Ｘ に お い て 、 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ に 対 し て 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 に 位 置 し て い る 。 ま  
た 、 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２ は 、 第 １ 方 向 Ｘ に お い て 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ よ り 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 近 く  
に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ に お い て 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る  
厚 さ （ 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の う ち 第 ３ 方 向 Ｚ の 両 端 に 位 置 す る ２ つ の 第 １ 集 電 体  
部 １ １ ２ ａ の 間 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 距 離 ） は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に か  
け て （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 に 向 か う に つ れ て ） 非 線 型 に 減 少 し て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １  
領 域 Ｒ Ｇ １ に お い て 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 厚 さ は  
、 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に か け て （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 に 向 か う に つ れ て ）  
減 少 し て お り 、 こ の 厚 さ の 減 少 率 は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に か け て （ 第 １  
方 向 Ｘ の 正 方 向 に 向 か う に つ れ て ） 減 少 し て い る 。 例 え ば 、 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ に お い て 、 複  
数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 厚 さ は 、 第 １ 方 向 Ｘ に お け る 位  
置 を 変 数 と し て 、 下 に 凸 の 関 数 に 合 致 し 、 又 は 近 似 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２ に お い て 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る  
厚 さ （ 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の う ち 第 ３ 方 向 Ｚ の 両 端 に 位 置 す る ２ つ の 第 １ 集 電 体  
部 １ １ ２ ａ の 間 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 距 離 ） は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に か  
け て （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 に 向 か う に つ れ て ） 非 線 型 に 減 少 し て い る 。 具 体 的 に は 、 第 ２  
領 域 Ｒ Ｇ ２ に お い て 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 厚 さ は  
、 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に か け て （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 に 向 か う に つ れ て ）  
減 少 し て お り 、 こ の 厚 さ の 減 少 率 は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に か け て （ 第 １  
方 向 Ｘ の 正 方 向 に 向 か う に つ れ て ） 増 加 し て い る 。 例 え ば 、 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２ に お い て 、 複  
数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 厚 さ は 、 第 １ 方 向 Ｘ に お け る 位  
置 を 変 数 と し て 、 上 に 凸 の 関 数 に 合 致 し 、 又 は 近 似 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 束 の 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ の う ち 第 １ タ  
ブ ３ １ ０ の 近 傍 に お け る 厚 さ （ 第 ３ 方 向 Ｚ ） は 、 各 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ が 積 層 部 １ ０ ０  
ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に か け て 真 っ 直 ぐ に 伸 び て い る 場 合 に お け る 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １  
１ ２ ａ の 束 の 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 近 傍 に お け る 厚 さ （ 第 ３ 方 向 Ｚ ） よ り 薄 く す る こ と が で き  
る 。 こ の 場 合 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ 又 は 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ の 近 傍  
に お い て 折 り 曲 げ て も 、 各 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ が 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に  
か け て 真 っ 直 ぐ に 伸 び て い る 場 合 と 比 較 し て 、 各 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 破 断 の 可 能 性 が  
少 な く な っ て い る 。 し た が っ て 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 先 端 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 の 端 ） が  
特 定 の 方 向 に 向 け ら れ る よ う に 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 折 り 曲 げ や す く な っ て い  
る 。 例 え ば 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ 及 び 外 装 材 ２ ０ ０ は 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １  
２ ａ の 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ 、 又 は 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 に お け る 第 １ 集 電 体  
部 １ １ ２ ａ の う ち 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ に 対 し て 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 の 領 域 が 折 り 目 Ｃ （ 図 ５ ） と  
な る よ う に 、 折 り 曲 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 に お け る 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ は 、 第 １  
領 域 Ｒ Ｇ １ に 対 し て 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 に 位 置 す る 領 域 を さ ら に 有 し て い て も よ い 。 こ の 領  
域 に お い て は 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 厚 さ （ 複 数 の  
第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の う ち 第 ３ 方 向 Ｚ の 両 端 に 位 置 す る ２ つ の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の  
間 の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 距 離 ） の 最 小 値 が 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 第 ３  
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方 向 Ｚ に お け る 厚 さ の 最 大 値 の 、 例 え ば 、 ５ ０ ％ 以 上 、 ６ ５ ％ 以 上 、 ８ ０ ％ 以 上 又 は ９ ５  
％ 以 上 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 複 数 の 第 ２ 電 極 １ ２ ０ か ら 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 後 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に 向 け て そ れ  
ぞ れ 引 き 出 さ れ た 複 数 の 第 ２ 集 電 体 部 （ 不 図 示 ） と 、 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ と 、 も 、 図 ６ に 示 し  
た 関 係 と 同 様 の 関 係 を 有 し て い て も よ い 。 す な わ ち 、 複 数 の 第 ２ 集 電 体 部 （ 不 図 示 ） は 、  
複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ と 同 様 に し て 、 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ 及 び 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２ に 相 当 す  
る 領 域 を 有 し て い て も よ い 。 或 い は 、 第 ２ 電 極 １ ２ ０ か ら 引 き 出 さ れ た 第 ２ 集 電 体 部 （ 不  
図 示 ） と 、 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ と 、 は 、 図 ６ に 示 し た 関 係 と 異 な る 関 係 を 有 し て い て も よ い 。  
例 え ば 、 複 数 の 第 ２ 集 電 体 部 （ 不 図 示 ） は 、 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ 及 び 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２ に 相 当 す  
る 領 域 を 有 し て い な く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ か ら 図 ４ を 用 い て 、 電 池 １ ０ の 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 １ タ ブ ３ １ ０ は 、 電 池 １ ０ の 前 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 ） に 位 置 し て お り 、 第 ２ タ ブ  
３ ２ ０ は 、 電 池 １ ０ の 後 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に 位 置 し て い る 。 し か し な が ら 、 第 １  
タ ブ ３ １ ０ 及 び 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ は 、 電 池 １ ０ の 共 通 の 側 、 例 え ば 、 電 池 １ ０ の 前 方 （ 第 １  
方 向 Ｘ の 正 方 向 ） 又 は 後 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に 位 置 し て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 第  
１ タ ブ ３ １ ０ 及 び 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ は 、 例 え ば 、 第 ２ 方 向 Ｙ に 並 べ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 外 装 材 ２ ０ ０ は 、 電 池 要 素 １ ０ ０ を 電 解 液 （ 不 図 示 ） と と も に 包 ん で い る 。 外 装 材 ２ ０  
０ は 、 第 １ 外 装 材 シ ー ト ２ １ ０ 及 び 第 ２ 外 装 材 シ ー ト ２ ２ ０ を 有 し て い る 。 第 １ 外 装 材 シ  
ー ト ２ １ ０ は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 上 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 側 の 面 ） を 覆 っ て お り 、 第 ２  
外 装 材 シ ー ト ２ ２ ０ は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 下 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 側 の 面 ） を 覆 っ て い  
る 。 第 １ 外 装 材 シ ー ト ２ １ ０ 及 び 第 ２ 外 装 材 シ ー ト ２ ２ ０ は 、 第 ３ 方 向 Ｚ か ら 見 て 積 層 部  
１ ０ ０ ａ を 囲 む 領 域 に お い て 互 い に 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 ま た 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 積 層  
部 １ ０ ０ ａ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ に 向 け て 折 り 返 さ れ て い る 。 詳  
細 に は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 の 部 分 は 、 第 ２ 方  
向 Ｙ の 負 方 向 か ら 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 に 向 け て 折 り 曲 げ ら れ た 部 分 と 、 当 該 折 り 曲 げ ら れ  
た 部 分 か ら 折 り 返 さ れ 、 か つ 当 該 折 り 曲 げ ら れ た 部 分 に 対 し て 第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方 向 側 に 位  
置 す る 部 分 と 、 を 有 し て い る 。 し か し な が ら 、 外 装 材 ２ ０ ０ の 折 り 返 し 形 状 は 、 図 ４ に 示  
す 例 に 限 定 さ れ る も の で な い 。 ま た 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方 向 側 の 部 分 は  
、 図 ４ に 示 し た 形 状 と 同 様 の 形 状 を 有 し て い て も よ い し 、 又 は 図 ４ に 示 し た 形 状 と 異 な る  
形 状 を 有 し て い て も よ い 。 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 外 装 材 ２ ０ ０ が 折 り 返 さ れ て い な い 場 合  
と 比 較 し て 、 電 池 １ ０ の 体 積 を 小 さ く す る こ と が で き 、 電 池 １ ０ の 体 積 エ ネ ル ギ ー 密 度 を  
向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 は  
、 双 方 と も 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ に 向 け て 折 り 返 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 外 装 材 ２ ０ ０ の  
う ち 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 の 一 方 の み が 積 層 部 １ ０ ０ ａ に 向 け て 折 り  
返 さ れ て い て も よ い 。 す な わ ち 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け  
る 両 側 の 少 な く と も 一 方 が 積 層 部 １ ０ ０ ａ に 向 け て 折 り 返 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 外 装 材 ２ ０ ０ は 、 ２ つ の 外 装 材 シ ー ト （ 第 １ 外 装 材 シ ー ト ２ １ ０  
及 び 第 ２ 外 装 材 シ ー ト ２ ２ ０ ） を 有 し て い る 。 し か し な が ら 、 外 装 材 ２ ０ ０ は 、 １ つ の み  
の 外 装 材 シ ー ト を 有 し て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 外 装 材 シ ー ト は 、 外 装 材 シ ー ト の 一 部 分  
が 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 上 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 側 の 面 ） を 覆 い 、 か つ 外 装 材 シ ー ト の 他 の  
一 部 分 が 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 下 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 側 の 面 ） を 覆 う よ う に 、 電 池 要 素 １  
０ ０ （ 積 層 部 １ ０ ０ ａ ） の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 の う ち の 一 方 で 折 り 返 さ れ る よ う に し  
て 、 外 装 材 シ ー ト の 当 該 一 部 分 と 、 外 装 材 シ ー ト の 当 該 他 の 一 部 分 と 、 を 貼 り 合 わ せ て も  
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よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 の 各 々 に は 、 切 欠 き ２ ０  
２ が 設 け ら れ て い る 。 切 欠 き ２ ０ ２ は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 に 向 か う  
方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 ） と 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け  
る 両 側 に 向 か う 方 向 （ 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 切 欠 き ２ ０ ２ に つ い て は 第 ２ 方 向  
Ｙ の 負 方 向 、 右 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方 向 側 ） の 切 欠 き ２ ０ ２ に つ い て は 第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方  
向 ） と 、 に 開 い て い る 。 こ の 場 合 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 に お い て 折 り  
目 Ｃ に 沿 っ て 外 装 材 ２ ０ ０ が 折 り 曲 げ ら れ る と き 、 切 欠 き ２ ０ ２ を 外 装 材 ２ ０ ０ の 折 り 目  
Ｃ の 起 点 に す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態 で は 、 切 欠 き ２ ０ ２ が 設 け ら れ て  
い な い 場 合 と 比 較 し て 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 に お い て 外 装 材 ２ ０ ０ を  
折 り 曲 げ や す く な っ て い る 。 さ ら に 、 切 欠 き ２ ０ ２ が 設 け ら れ て い る 場 合 、 外 装 材 ２ ０ ０  
の 第 ２ 方 向 Ｙ の 両 側 に お け る 折 り 返 し 部 分 を 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向  
又 は 負 方 向 に 向 け て 折 り 曲 げ る 必 要 が な い 。 外 装 材 ２ ０ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ の 両 側 に お け る 折  
り 返 し 部 分 は 、 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 又 は 負 方 向 に 向 け て 折 り 曲 げ  
に く く な っ て い る 。 し か し な が ら 、 本 実 施 形 態 で は 、 上 述 し た よ う に 、 外 装 材 ２ ０ ０ の 第  
２ 方 向 Ｙ の 両 側 に お け る 折 り 返 し 部 分 を 折 り 曲 げ る 必 要 が な い 。 し た が っ て 、 本 実 施 形 態  
で は 、 切 欠 き ２ ０ ２ が 設 け ら れ て い な い 場 合 と 比 較 し て 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １  
０ と の 間 に お い て 外 装 材 ２ ０ ０ を 折 り 曲 げ や す く な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 か ら 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 に 向 か う 方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に お い て  
、 切 欠 き ２ ０ ２ の う ち 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 の 縁 は 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 第 １ 領 域  
Ｒ Ｇ １ に 対 し て 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 に 位 置 し て い る 。 こ の 場 合 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 か ら 積 層  
部 １ ０ ０ ａ 側 に 向 か う 方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に お い て 、 切 欠 き ２ ０ ２ の う ち 積 層 部  
１ ０ ０ ａ 側 の 縁 が 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ と 揃 っ て い る 、 又 は 第 １  
領 域 Ｒ Ｇ １ に 対 し て 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 に 位 置 し て い る 場 合 と 比 較 し て 、 切 欠 き ２ ０ ２ の う  
ち 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 の 縁 と 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 前 面 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 の 面 ） と 、 の  
間 の 距 離 を 大 き く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 切 欠 き ２ ０ ２ を 設 け る こ と に よ る 外 装  
材 ２ ０ ０ の 封 止 性 能 の 低 下 を 低 減 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 か  
ら 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 に 向 か う 方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に お い て 、 切 欠 き ２ ０ ２ の う ち  
積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 の 縁 は 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ と 揃 っ て い て も  
よ い し 、 又 は 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ に 対 し て 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 に 位 置 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ２ つ の 切 欠 き ２ ０ ２ の う ち 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 切 欠 き ２ ０ ２ の 第 １ タ ブ ３  
１ ０ 側 の 端 は 、 第 ２ 方 向 Ｙ に お い て 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の  
端 （ 左 側 面 ） よ り 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 端 の 近 く に 位 置 し  
て い る 。 こ の 場 合 、 ２ つ の 切 欠 き ２ ０ ２ の う ち 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 切 欠 き ２  
０ ２ の 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 の 端 が 、 第 ２ 方 向 Ｙ に お い て 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ  
の 負 方 向 側 ） の 端 よ り 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 端 （ 左 側 面 ）  
の 近 く に 位 置 し て い る 場 合 と 比 較 し て 、 折 り 目 Ｃ の 長 さ を 短 く す る こ と が で き る 。 し か し  
な が ら 、 ２ つ の 切 欠 き ２ ０ ２ の う ち 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 切 欠 き ２ ０ ２ の 第 １  
タ ブ ３ １ ０ 側 の 端 は 、 第 ２ 方 向 Ｙ に お い て 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向  
側 ） の 端 よ り 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 端 （ 左 側 面 ） の 近 く に  
位 置 し て い て も よ い 。 或 い は 、 ２ つ の 切 欠 き ２ ０ ２ の う ち 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ）  
の 切 欠 き ２ ０ ２ の 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 の 端 は 、 第 ２ 方 向 Ｙ に お い て 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 左 側  
（ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 端 と 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 端  
（ 左 側 面 ） と 、 か ら 等 距 離 に 位 置 し て い て も よ い 。 な お 、 上 述 し た 事 項 は 、 ２ つ の 切 欠 き  
２ ０ ２ の う ち 右 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方 向 側 ） の 切 欠 き ２ ０ ２ の 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 の 端 に つ  
い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
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　 切 欠 き ２ ０ ２ が 設 け ら れ る 領 域 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で な い 。 例 え ば 、 切 欠  
き ２ ０ ２ は 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 の う ち の 一 方  
の み に 設 け ら れ て い て も よ い 。 す な わ ち 、 切 欠 き ２ ０ ２ は 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 第 １ タ ブ  
３ １ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 切 欠 き ２ ０  
２ が 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 の う ち の 一 方 の み に 設  
け ら れ て い る 場 合 に お い て も 、 切 欠 き ２ ０ ２ が 設 け ら れ て い な い 場 合 と 比 較 し て 、 外 装 材  
２ ０ ０ を 折 り 曲 げ や す く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 切 欠 き ２ ０ ２ が 開 い て い る 方 向 は 、 本 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で な い 。 例 え ば 、 切 欠  
き ２ ０ ２ は 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 に 向 か う 方 向  
（ 左 側 （ 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 側 ） の 切 欠 き ２ ０ ２ に つ い て は 第 ２ 方 向 Ｙ の 負 方 向 、 右 側 （  
第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方 向 側 ） の 切 欠 き ２ ０ ２ に つ い て は 第 ２ 方 向 Ｙ の 正 方 向 ） に 開 い て い な く  
て も よ く 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ 側 か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 に 向 か う 方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 ）  
の み に 開 い て い て も よ い 。 こ の 場 合 に お い て も 、 切 欠 き ２ ０ ２ が 設 け ら れ て い な い 場 合 と  
比 較 し て 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 に お い て 外 装 材 ２ ０ ０ を 折 り 曲 げ や す  
く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 な お 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ の 第 ２ 方 向 Ｙ に お け る 両 側 の 切 欠 き ２ ０ ２ は  
、 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 の 切 欠 き ２ ０ ２ と 同 様 に し て も よ い し 、 又 は 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 の 切 欠  
き ２ ０ ２ と 異 な る よ う に し て も よ い 。 或 い は 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ 側 及 び 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ 側 の  
少 な く と も 一 方 に は 、 切 欠 き ２ ０ ２ を 設 け な く て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ５ を 用 い て 、 電 池 要 素 １ ０ ０ の 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 第 １ 電 極 １ １ ０ 及 び 第 ２ 電 極 １ ２ ０ は 、 互 い に 異 な る 極 性 を 有 し て い る 。 第 １ 電 極 １ １  
０ 、 第 １ 集 電 体 １ １ ２ 、 第 １ 活 物 質 層 １ １ ４ 、 第 ２ 電 極 １ ２ ０ 、 第 ２ 集 電 体 １ ２ ２ 及 び 第  
２ 活 物 質 層 １ ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、 正 極 、 正 極 集 電 体 及 び 正 極 活 物 質 層 、 負 極 、 負 極 集 電 体  
及 び 負 極 活 物 質 層 で あ る 。 し か し な が ら 、 第 １ 電 極 １ １ ０ 、 第 １ 集 電 体 １ １ ２ 、 第 １ 活 物  
質 層 １ １ ４ 、 第 ２ 電 極 １ ２ ０ 、 第 ２ 集 電 体 １ ２ ２ 及 び 第 ２ 活 物 質 層 １ ２ ４ は 、 そ れ ぞ れ 、  
負 極 、 負 極 集 電 体 及 び 負 極 活 物 質 層 、 正 極 、 正 極 集 電 体 及 び 正 極 活 物 質 層 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 １ 電 極 １ １ ０ は 、 第 １ 集 電 体 １ １ ２ 及 び 第 １ 活 物 質 層 １ １ ４ を 有 し て い る 。 本 実 施 形  
態 に お い て 、 第 １ 活 物 質 層 １ １ ４ は 、 第 １ 集 電 体 １ １ ２ の 上 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 側 の  
面 ） 及 び 下 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 側 の 面 ） の 双 方 上 に 位 置 し て い る 。 し か し な が ら 、 第  
１ 活 物 質 層 １ １ ４ は 、 第 １ 集 電 体 １ １ ２ の 上 面 及 び 下 面 の 一 方 の み 上 に 位 置 し て い て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 第 ２ 電 極 １ ２ ０ は 、 第 ２ 集 電 体 １ ２ ２ 及 び 第 ２ 活 物 質 層 １ ２ ４ を 有 し て い る 。 本 実 施 形  
態 に お い て 、 第 ２ 活 物 質 層 １ ２ ４ は 、 第 ２ 集 電 体 １ ２ ２ の 上 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 側 の  
面 ） 及 び 下 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 側 の 面 ） の 双 方 上 に 位 置 し て い る 。 し か し な が ら 、 第  
２ 活 物 質 層 １ ２ ４ は 、 第 ２ 集 電 体 １ ２ ２ の 上 面 及 び 下 面 の 一 方 の み 上 に 位 置 し て い て も よ  
い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 セ パ レ ー タ １ ３ ０ は 、 第 ３ 方 向 Ｚ に 隣 り 合 う 第 １ 電 極 １ １ ０ と 第 ２ 電 極 １ ２ ０ と の 間 に  
位 置 し て い る 。 セ パ レ ー タ １ ３ ０ は 、 第 ３ 方 向 Ｚ に 隣 り 合 う 第 １ 電 極 １ １ ０ と 第 ２ 電 極 １  
２ ０ と の 接 触 （ す な わ ち 、 短 絡 ） を 防 止 す る た め に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 積 層 部 １ ０ ０ ａ は 、 第 ３ 方 向 Ｚ に 積 層 さ れ た 複 数 の 第 １ 電 極 １ １ ０ 、 第 ２ 電 極 １ ２ ０ 及  
び セ パ レ ー タ １ ３ ０ を 有 し て い る 。 複 数 の 第 １ 電 極 １ １ ０ 及 び 複 数 の 第 ２ 電 極 １ ２ ０ は 、  
隣 り 合 う 第 １ 電 極 １ １ ０ と 第 ２ 電 極 １ ２ ０ と の 間 に セ パ レ ー タ １ ３ ０ が 位 置 す る よ う に 第  
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３ 方 向 Ｚ に 沿 っ て 交 互 に 積 み 重 ね ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ は 、 電 池 要 素 １ ０ ０ の 第 １ 集 電 体 １ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。 具 体  
的 に は 、 第 １ 集 電 体 １ １ ２ 及 び 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ は 、 一 体 の 導 電 部 （ 導 電 箔 ） と な っ  
て い る 。 言 い 換 え る と 、 こ の 導 電 部 （ 導 電 箔 ） は 、 第 ３ 方 向 Ｚ に お い て 第 ２ 電 極 １ ２ ０ 及  
び セ パ レ ー タ １ ３ ０ と 重 な る 領 域 で は 第 １ 電 極 １ １ ０ の 第 １ 集 電 体 １ １ ２ と な っ て お り 、  
積 層 部 １ ０ ０ ａ の 外 側 （ 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 ） で は 第 １ 集 電 体 部 １ １  
２ ａ と な っ て い る 。 第 ２ 電 極 １ ２ ０ か ら 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 後 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に  
向 け て 引 き 出 さ れ た 第 ２ 集 電 体 部 （ 不 図 示 ） に つ い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ７ 及 び 図 ８ は 、 図 １ か ら 図 ６ に 示 し た 電 池 １ ０ の 製 造 方 法 の 一 例 を 説 明 す る た め の 図  
で あ る 。 図 ７ は 、 図 ６ に 対 応 し て い る 。 図 ８ は 、 図 １ に 対 応 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま ず 、 電 池 要 素 １ ０ ０ を 形 成 す る 。 電 池 要 素 １ ０ ０ は 、 隣 り 合 う 第 １ 電 極 １ １ ０ と 第 ２  
電 極 １ ２ ０ と の 間 に セ パ レ ー タ １ ３ ０ が 配 置 さ れ る よ う に 複 数 の 第 １ 電 極 １ １ ０ 及 び 複 数  
の 第 ２ 電 極 １ ２ ０ を 交 互 に 積 み 重 ね る こ と で 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 次 い で 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 第 １ タ ブ ３ １ ０ に 束 ね て 、  
積 層 部 １ ０ ０ ａ と 第 １ タ ブ ３ １ ０ と の 間 で 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 少 な く と も 一 部  
分 を 第 １ 治 具 Ｊ １ 及 び 第 ２ 治 具 Ｊ ２ に よ っ て 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 厚 さ  
方 向 （ 第 ３ 方 向 Ｚ ） に 押 さ え つ け な が ら 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 第 １ タ ブ ３ １ ０  
に 接 合 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 少 な く と も 一 部 分 は 、 第 ２ 治 具 Ｊ ２ 上 に 複 数 の 第 １ 集 電  
体 部 １ １ ２ ａ を 載 置 し て 、 第 １ 治 具 Ｊ １ を 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の 上 方 （ 第 ３ 方 向  
Ｚ の 正 方 向 ） か ら 下 方 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 ） に 向 け て 押 し 付 け る こ と で 、 複 数 の 第 １ 集  
電 体 部 １ １ ２ ａ を 含 む 束 の 厚 さ 方 向 （ 第 ３ 方 向 Ｚ ） に 押 さ え つ け ら れ て い る 。 こ の 場 合 に  
お い て 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ の う ち 当 該 厚 さ 方 向 （ 第 ３ 方 向 Ｚ ） に 押 さ え つ け ら  
れ て い る 部 分 に は 、 後 述 す る 歪 み が 残 る よ う に 、 溶 着 等 の 接 合 処 理 は 施 さ な く て も 済 む よ  
う に な っ て い る 。 し か し な が ら 、 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ を 押 さ え つ け る 方 法 は 、 本  
実 施 形 態 に 係 る 方 法 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ は 、 加 熱 溶 着 、 超 音 波 溶 着 等 の 溶 着 に よ っ て 第 １ タ ブ ３ １  
０ に 接 合 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 各 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ は 、 積 層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０  
に 向 け て 真 っ 直 ぐ に 伸 び る 形 状 に 歪 み （ す な わ ち 、 こ の 歪 み を 与 え る 力 ） が 与 え ら れ た 状  
態 で 、 第 １ タ ブ ３ １ ０ に 接 合 さ れ て い る 。 こ の 力 が 解 除 さ れ た 後 （ 例 え ば 、 第 １ 治 具 Ｊ １  
及 び 第 ２ 治 具 Ｊ ２ が 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ か ら 離 れ た 後 ） も 、 各 第 １ 集 電 体 部 １ １  
２ ａ に 与 え ら れ た 歪 み は 残 る 。 そ の 結 果 、 第 １ 領 域 Ｒ Ｇ １ 及 び 第 ２ 領 域 Ｒ Ｇ ２ （ 図 ６ ） が  
形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 複 数 の 第 ２ 電 極 １ ２ ０ か ら 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 後 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 負 方 向 ） に 向 け て そ れ  
ぞ れ 引 き 出 さ れ た 複 数 の 第 ２ 集 電 体 部 （ 不 図 示 ） も 、 図 ７ を 用 い て 説 明 し た 方 法 と 同 様 に  
し て 、 第 ２ タ ブ ３ ２ ０ に 接 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 次 い で 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ 外 装 材 シ ー ト ２ １ ０ に よ っ て 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 上 面 （  
第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 側 の 面 ） を 覆 い 、 第 ２ 外 装 材 シ ー ト ２ ２ ０ に よ っ て 積 層 部 １ ０ ０ ａ の  
下 面 （ 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 側 の 面 ） を 覆 う 。 次 い で 、 第 ３ 方 向 Ｚ か ら 見 て 、 積 層 部 １ ０ ０  
ａ を 囲 む 領 域 に お い て 、 第 １ 外 装 材 シ ー ト ２ １ ０ 及 び 第 ２ 外 装 材 シ ー ト ２ ２ ０ を 例 え ば 溶  
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着 に よ っ て 互 い に 接 合 さ せ る 。 次 い で 、 外 装 材 ２ ０ ０ の 四 隅 に 切 欠 き ２ ０ ２ （ 例 え ば 、 図  
１ ） を 形 成 す る 。 次 い で 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 外 装 材 ２ ０ ０ の う ち 積 層 部 １ ０ ０ ａ の 第 ２  
方 向 Ｙ に お け る 両 側 を 積 層 部 １ ０ ０ ａ に 向 け て 折 り 返 す 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ の よ う に し て 、 電 池 １ ０ は 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ９ は 、 図 １ か ら 図 ６ に 示 し た 電 池 １ ０ の 応 用 の 一 例 を 説 明 す る た め の 模 式 図 で あ る 。  
図 ５ 及 び 図 ６ を 参 照 し つ つ 図 ９ を 用 い て 電 池 １ ０ の 応 用 の 一 例 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 例 で は 、 複 数 の 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） が 各 電 池 １ ０ の 厚 さ 方 向 （ 第 ３ 方 向 Ｚ  
） に 沿 っ て 積 み 重 ね ら れ て い る 。 各 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １  
１ ２ ａ 及 び 外 装 材 ２ ０ ０ は 、 折 り 目 Ｃ に 沿 っ て 折 り 曲 げ ら れ て い る 。 各 電 池 １ ０ （ 電 池 要  
素 １ ０ ０ ） の 第 １ タ ブ ３ １ ０ は 、 各 電 池 要 素 １ ０ ０ の 前 方 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 ） に 位  
置 し 、 か つ 複 数 の 電 池 １ ０ （ 複 数 の 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 第 ３ 方 向 Ｚ に お け る 中 心 に 位 置 す  
る 箇 所 に 束 ね ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 各 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 １ １ ２ ａ 及 び 外 装 材 ２ ０ ０ は 、 積  
層 部 １ ０ ０ ａ か ら 第 １ タ ブ ３ １ ０ に 向 か う 方 向 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 ） に 対 し て 第 １ タ ブ  
３ １ ０ の 先 端 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 の 端 ） が 互 い に 異 な る 方 向 に 向 け ら れ る よ う に 折 り  
曲 げ ら れ て い る 。 図 ９ に 示 す 例 で は 、 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 か ら 正 方 向 に 向 け て １ 段 目 の 電  
池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 先 端 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 の 端 ） は 、 第  
１ 方 向 Ｘ の 正 方 向 に 対 し て 、 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 に 向 け て 所 定 角  
度 だ け 傾 い た 方 向 に 向 け ら れ て い る 。 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 か ら 正 方 向 に 向 け て ２ 段 目 の 電  
池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 先 端 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 の 端 ） は 、 第  
１ 方 向 Ｘ の 正 方 向 に 対 し て 、 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 第 ３ 方 向 Ｚ の 正 方 向 に 向 け て １ 段 目  
の 電 池 １ ０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 上 記 所 定 角 度 よ り 小 さ い 角 度 だ け 傾 い  
た 方 向 に 向 け ら れ て い る 。 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 か ら 正 方 向 に 向 け て ３ 段 目 の 電 池 １ ０ （ 電  
池 要 素 １ ０ ０ ） の 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 先 端 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 の 端 ） は 、 第 １ 方 向 Ｘ の  
正 方 向 に 対 し て 、 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 に 向 け て 、 所 定 角 度 だ け 傾  
い た 方 向 に 向 け ら れ て い る 。 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 か ら 正 方 向 に 向 け て ４ 段 目 の 電 池 １ ０ （  
電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 先 端 （ 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 側 の 端 ） は 、 第 １ 方 向 Ｘ  
の 正 方 向 に 対 し て 、 第 １ 方 向 Ｘ の 正 方 向 か ら 第 ３ 方 向 Ｚ の 負 方 向 に 向 け て ３ 段 目 の 電 池 １  
０ （ 電 池 要 素 １ ０ ０ ） の 第 １ タ ブ ３ １ ０ の 上 記 所 定 角 度 よ り 大 き い 角 度 だ け 傾 い た 方 向 に  
向 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 以 上 、 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 述 べ た が 、 こ れ ら は 本 発 明 の 例 示 で あ  
り 、 上 記 以 外 の 様 々 な 構 成 を 採 用 す る こ と も で き る 。
  以 下 、 参 考 形 態 の 例 を 付 記 す る 。
１ ．   複 数 の 第 １ 電 極 、 複 数 の 第 ２ 電 極 及 び 複 数 の セ パ レ ー タ を 含 む 積 層 部 と 、 前 記 積 層  
部 か ら 引 き 出 さ れ た 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 と 、 を 有 す る 電 池 要 素 と 、
  前 記 電 池 要 素 を 包 む 外 装 材 と 、
  前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 に 接 続 さ れ た 第 １ タ ブ と 、
を 備 え 、
  前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 に お け る 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 は 、 前 記 複 数 の 第 １  
集 電 体 部 を 含 む 束 の 厚 さ が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 減 少 し 、 か つ 前 記 厚 さ の  
減 少 率 が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 減 少 す る 第 １ 領 域 を 有 し て い る 、 電 池 。
２ ．   １ ． に 記 載 の 電 池 に お い て 、
  前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 に お け る 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 は 、 前 記 第 １ 領 域 に  
対 し て 前 記 積 層 部 側 に 位 置 し 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 含 む 前 記 束 の 前 記 厚 さ が 前 記 積  
層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ に か け て 減 少 し 、 か つ 前 記 厚 さ の 減 少 率 が 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １  
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タ ブ に か け て 増 加 す る 第 ２ 領 域 を 有 し て い る 、 電 池 。
３ ．   １ ． 又 は ２ ． に 記 載 の 電 池 に お い て 、
  前 記 外 装 材 の う ち 前 記 第 １ タ ブ の 両 側 の 少 な く と も 一 方 に は 、 前 記 積 層 部 側 か ら 前 記 第  
１ タ ブ 側 に 向 か う 方 向 に 開 い た 切 欠 き が 設 け ら れ て い る 、 電 池 。
４ ．   ３ ． に 記 載 の 電 池 に お い て 、
  前 記 第 １ タ ブ 側 か ら 前 記 積 層 部 側 に 向 か う 方 向 に お い て 、 前 記 切 欠 き の う ち 前 記 積 層 部  
側 の 縁 は 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の 前 記 第 １ 領 域 に 対 し て 前 記 第 １ タ ブ 側 に 位 置 し て い  
る 、 電 池 。
５ ．   ３ ． 又 は ４ ． に 記 載 の 電 池 に お い て 、
  前 記 切 欠 き は 、 前 記 第 １ タ ブ か ら 前 記 第 １ タ ブ の 両 側 に 向 か う 方 向 に 開 い て い る 、 電 池 。
６ ．   ３ ． か ら ５ ． ま で の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 電 池 に お い て 、
  前 記 外 装 材 の う ち 前 記 積 層 部 の 両 側 の う ち の 少 な く と も 一 方 は 、 前 記 積 層 部 に 向 け て 折  
り 返 さ れ て い る 、 電 池 。
７ ．   １ ． か ら ６ ． ま で の い ず れ か 一 つ に 記 載 の 電 池 に お い て 、
  前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 及 び 前 記 外 装 材 は 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の 前 記 第 １ 領 域 、  
又 は 前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 に お け る 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の う ち 前 記 第 １ 領  
域 に 対 し て 前 記 第 １ タ ブ 側 の 領 域 が 折 り 目 と な る よ う に 、 折 り 曲 げ ら れ て い る 、 電 池 。
８ ．   ７ ． に 記 載 の 電 池 に お い て 、
  互 い に 積 み 重 ね ら れ た 複 数 の 前 記 電 池 要 素 を 備 え 、
  各 電 池 要 素 の 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 及 び 前 記 外 装 材 は 、 前 記 積 層 部 か ら 前 記 第 １ タ ブ  
に 向 か う 方 向 に 対 し て 各 電 池 要 素 の 前 記 第 １ タ ブ の 先 端 が 互 い に 異 な る 方 向 に 向 け ら れ る  
よ う に 、 折 り 曲 げ ら れ て い る 、 電 池 。
９ ．   複 数 の 第 １ 電 極 、 複 数 の 第 ２ 電 極 及 び 複 数 の セ パ レ ー タ を 含 む 積 層 部 か ら 引 き 出 さ  
れ た 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 第 １ タ ブ に 向 け て 束 ね て 、 前 記 積 層 部 と 前 記 第 １ タ ブ と の 間 で  
前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 の 少 な く と も 一 部 分 を 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 含 む 束 の 厚 さ  
方 向 に 押 さ え つ け な が ら 、 前 記 複 数 の 第 １ 集 電 体 部 を 前 記 第 １ タ ブ に 接 合 さ せ る 工 程 を 備  
え る 、 電 池 の 製 造 方 法 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ８ 】
１ ０   電 池
１ ０ ０   電 池 要 素
１ ０ ０ ａ   積 層 部
１ １ ０   第 １ 電 極
１ １ ２   第 １ 集 電 体
１ １ ２ ａ   第 １ 集 電 体 部
１ １ ４   第 １ 活 物 質 層
１ ２ ０   第 ２ 電 極
１ ２ ２   第 ２ 集 電 体
１ ２ ４   第 ２ 活 物 質 層
１ ３ ０   セ パ レ ー タ
２ ０ ０   外 装 材
２ ０ ２   切 欠 き
２ １ ０   第 １ 外 装 材 シ ー ト
２ ２ ０   第 ２ 外 装 材 シ ー ト
３ １ ０   第 １ タ ブ
３ ２ ０   第 ２ タ ブ
Ｃ   折 り 目
Ｊ １   第 １ 治 具
Ｊ ２   第 ２ 治 具
Ｒ Ｇ １   第 １ 領 域
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Ｒ Ｇ ２   第 ２ 領 域
Ｘ   第 １ 方 向
Ｙ   第 ２ 方 向
Ｚ   第 ３ 方 向
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】



10

JP 7608055 B2 2025.1.6(15)

フロントページの続き
(51)国際特許分類
　   Ｈ０１Ｍ 50/105 (2021.01)
　   Ｈ０１Ｍ 10/0585(2010.01)

ＦＩ
　Ｈ０１Ｍ 50/105 　　　　 　　　
　Ｈ０１Ｍ 10/0585 　　　　 　　　

(56)参考文献 特開２００６－０７９８５９（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１５３４９６（ＪＰ，Ａ）
特開２０１９－１３９８４４（ＪＰ，Ａ）
特開２００５－２２８５７３（ＪＰ，Ａ）
国際公開第２０１９／１５０９０４（ＷＯ，Ａ１）
特開２００８－１０８７４３（ＪＰ，Ａ）
特開２０１８－０８８３３３（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｈ０１Ｍ    ５０／５０－５０／５９８
Ｈ０１Ｍ    １０／０５８５
Ｈ０１Ｍ    ５０／１０５
Ｈ０１Ｍ    ５０／１７８


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

